資料１
「塩竈市子ども・子育て支援事業計画」骨子案について
Ⅰ．計画の全体構成について
	１．計画の策定にあたって　　　＊この計画がどのような計画であるかを示す。

	（主な内容）　　・計画策定の趣旨、計画の期間
・「子ども・子育て支援新制度」の概要


	２．市の現状　　　　　　　　　＊本市の子育て環境の現状と課題を示す。

	（主な内容）　　・本市の子育て環境の現状
・ニーズ調査の概要


	３．計画の基本的な考え方　　　＊目指すべき子育て環境のあり方を示す。

	（主な内容）　　・基本理念（将来像）
・基本目標


	４．計画の内容　　　　　　　　＊基本目標実現のための具体的取組と体系を示す。

	（主な内容）　　・主要な施策（施策の柱）
・基本的な施策（施策の方向）
・具体的な施策（個別事業）


	５．計画の目標値等　　　　　　＊計画期間の施策の目標値を示す。

	（主な内容）　　・教育・保育の提供区域
　　　　　　　　　　　　　　・幼児期の学校教育・保育
・地域子ども・子育て支援事業　　　にかかる
量の見込み・確保の内容・実施時期など


	６．計画の推進　　　　　　　　＊計画を推進していくための体制等を示す。

	（主な内容）　　・計画の推進主体
・計画の進行管理



Ⅱ　計画の見直しにあたり
１．計画の基本的な考え方について
　平成１５年７月に成立した「次世代育成支援対策推進法」に基づき本市の次世代育成推進対策に対する行動計画として「のびのび塩竈っ子プラン」が策定され、基本理念（将来像）、基本目標、基本的な視点を掲げ、計画を推進してきました。
　基本理念（将来像）、基本的な視点については、塩竈市における子どもの育ちや子育てを支援・応援するうえにおいては普遍的なものであるため、今回策定する「子ども・子育て支援事業計画」においてもその考え方を踏襲すべきと考えます。
２．「計画の体系（計画の対象範囲）」について
　「のびのび塩竈っ子プラン」は、次世代育成支援対策推進法に基づき総合的な少子化対策のために立てられた計画であり、子どもにかかわる様々な施策分野を対象としています。
　一方、「子ども・子育て支援事業計画」は、法及び基本指針が定めるところでは、主に就学前の教育・保育事業と地域における子育て支援事業を対象とし、任意事項として仕事と子育ての両立支援（ワーク・ライフ・バランス）などが挙げられています。
　また、平成２３年度からは都市像として「おいしさと笑顔がつどうみなとまち塩竈」を目指す第５次塩竈市長期総合計画（平成２３～３２年度）がスタートしており、「健康しおがま２１プラン」や「障がい者プラン」、「生涯学習プラン」など、子どもに係る個別計画がそれぞれ推進されている状況です。
【参考】第５次塩竈市長期総合計画（抜粋）
第１編　だれもが安心して暮らせるまち
第１章　安心して産み育てられるまちづくり　
第１節　子育て支援の充実　　　　　　　（１）出産・育児環境の整備
（２）働きながら子育てできる環境の整備
（３）子育て家庭への支援
第２節　地域社会による支え合いの充実　（１）子育てしやすい生活環境の整備
（２）地域による子育て体制の構築
このようなことから、基本目標を含め施策の体系を次のように見直すこととします。
	のびのび塩竈っ子プラン
（次世代育成支援対策地域行動計画）
	
	子ども・子育て支援事業計画

	■基本理念（将来像）
生命の誕生と子育ての感動をわかちあい
　子どもたち一人一人が光り輝くまち
　　　　　　　　　　　　　　しおがま
■基本目標
○親が安心して子どもを
産み育てられるまち
○子どもがのびのびと
健やかに育つまち
○地域社会が子どもの育ちと
　　　　　　　　　子育てを支えるまち
■基本的な視点
○子どもの幸せをいちばんに考える
○親の主体的な子育てを支える
○女性と男性が共同して子育てをする
○身近な地域で支えあう
○塩竈の資源を活かす
	
	■基本理念（将来像）
生命の誕生と子育ての感動をわかちあい
　子どもたち一人一人が光り輝くまち
　　　　　　　　　　　　　　しおがま
■基本目標
○親が安心して子どもを
産み育てられるまち

○地域社会が子どもの育ちと
　　　　　　　　　子育てを支えるまち
■基本的な視点
○子どもの幸せをいちばんに考える
○親の主体的な子育てを支える
○女性と男性が共同して子育てをする
○身近な地域で支えあう
○塩竈の資源を活かす


